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お客様へのお願い

引き続き、感染症拡大防止対策へのご協力をお願い致します。
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●表紙「カウントダウンコンサート	2022-2023＆ニューイヤーコンサート	2023」
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マスク着用

館内では上演中も含め、常時

マスクの着用をお願い致しま

す。

体温測定

サーモグラフィーや検温器に

より、発熱の症状がある方は

ご入場をお断りさせていただ

く場合がございます。

館内はお静かに

大きな声での声援や、館内で

の会話はお控え下さい。

アンコール曲の掲示

体調確認

発熱や咳、咽頭痛などの症状

および倦怠感や息苦しさがあ

る方など、体調に不安がある方

はご来場をお控えください。

定型ハガキに下記の情報を記載いただき、63円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、
6.メールアドレス（メールマガジン受取りの場合）
【定型ハガキ表】531-8501	大阪市北区大淀南2丁目3-3
ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいりま
す。○お客様からご提供いただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個
人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印
刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シ
ンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・データ集積（5）チケット予約販売に伴
う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本人様が行う
ものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委
託先において個人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

ザ・シンフォニーホール	ホームページ
https://www.symphonyhall.jp/	からご登録下さい。
▼	ハガキでのご登録

▼	ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@
symphonyhall.jp」をドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォン
をご使用の方はこ
ちらからアクセスし
ていただけます。

登録費
年会費
	無料！

Sinfonia会員先行予約を開始する11月24日(木)～11月30日(水)の期間は、「お電
話」と「窓口」の営業時間を10:00～18:00とさせて頂きます。※上記以外の営業時間
は、お電話・窓口ともに11:00～16:00（火曜定休）とさせて頂きます。
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。
※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー	チケットセンター	06-6453-2333（火曜定休）
新型コロナウイルス感染拡大の状況により、営業時間が変更となる場合がございます。
詳細はホームページをご確認ください。
●WEB：https://www.symphonyhall.jp/

11月のSinfonia会員先行予約について

手洗い・手指の消毒

こまめな手洗い、手指の消毒

による感染予防をお願い致し

ます。

ご自席でのご鑑賞

他のお客様のお座席や、使用

していないお座席へのご移動

は、固くお断り致します。

お客様の密集を防ぐため、アンコー

ル曲は会場内に掲示せず、ザ・シンフォ

ニーホールのTwitterでお知らせ致し

ます。ぜひチェックしてください。
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も
に
川
井
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
も
披

露
さ
れ
る
の
で
す
ね
。

　

和
洋
混
合
と
、
一
般
的
な
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
み
の
編
成
、
両
方
で
名
曲
を
聴

い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ド

ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
世
界
観
を
表
現
す
る

時
に
は
映
像
も
取
り
入
れ
、
五
感
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
な
演
出
に
な
っ

て
い
ま
す
。

―
―
映
像
を
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
、「
展
覧
会
の
絵
」
を
和
の

世
界
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
《
日
本
の
情
景
》

と
い
う
作
品
が
あ
り
、
葛
飾
北
斎
の
絵

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
「
夕
顔
」
〜
《
源
氏
物
語
》

よ
り
〜
で
は
、
日
本
舞
踊
で
光
源
氏
を

舞
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

―
―
幅
広
い
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
川
井
さ
ん
の
な
か
で
「
こ
こ
は

譲
れ
な
い
」
と
い
う
も
の
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

演
奏
す
る
私
た
ち
も
で
す
が
、
お
客

様
に
も
新
た
な
発
見
や
驚
き
を
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く

持
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
ピ
ア
ソ
ラ
に
憧
れ
て
い
て
、
特

に
彼
の
「
革
命
児
」
と
い
う
部
分
に
惹

か
れ
ま
す
ね
。
私
も
革
命
を
起
こ
す
よ

う
な
、
新
た
な
扉
を
開
く
こ
と
を
大
き

な
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

―
―
読
者
の
み
な
さ
ま
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
響
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
日
本
に
な

―
―
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

和
楽
器
隊
と
の
混
合
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

で
す
。
西
洋
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
、
和

楽
器
が
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
て
入
れ
ら
れ

る
ケ
ー
ス
は
よ
く
見
ら
れ
ま
す
し
、
そ

の
よ
う
な
曲
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
西
洋
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
和
楽
器
隊
が
対
等
に
融
合
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
和
洋
の
混
合

か
っ
た
新
し
い
音
楽
の
形
を
お
見
せ
す

る
関
西
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。「
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
＝
ク
ラ
シ
ッ
ク
」「
和
＝
静

か
で
厳
か
な
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
お
持
ち
の
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
よ
い
意
味
で
裏
切
る
よ
う

な
、「
和
」
と
「
西
洋
」
と
が
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
、
大
き

な
化
学
反
応
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。
き
っ
と
皆
さ
ま
の
想
像
を

超
え
る
よ
う
な
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
パ

ワ
フ
ル
な
世
界
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
幅

広
い
世
代
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
・
文　

道
下
京
子
）

[チェロ]堤 剛　[ピアノ]河村尚子
----------------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：チェロ・ソナタ第4番 ハ長調 op.102-1／R.シュトラウス：
チェロ・ソナタ ヘ長調 op.6／権代敦彦：無伴奏チェロのための“Z”ゼータ 
op.186（2022）～堤春恵委嘱作品～／プロコフィエフ：チェロ・ソナタ ハ
長調 op.119／マルティヌー：ロッシーニの主題による変奏曲 H.290
----------------------------------------------------------------------
2023.4/30（日） 2:00PM 
S 7,000円　A 5,000円 （税込） 
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

[ヴァイオリン]川井郁子　[オーケストラ]オーケストラ響〜ひびき〜
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ホワイトレジェンド～白鳥の湖より～／夕顔～源氏物語より～／プレリュードとアレグロ
／展覧会の絵～日本の情景～／哀しみのグラツィア／インスティンクト・ラプソディー
／時の彼方に／さくら／リボーン／ジュピター／赤い月／波の記憶／新日本紀行／
NHK大河ドラマより『麒麟がくる』　ほか　※予定曲目
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2023.3/21（火・祝） 3:00PM 
全席指定　S 6,500円　A 5,000円 （税込） 
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

　

２
０
２
２
年
4
月
23
日
の
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、
大
き
な
感
動
に

包
ま
れ
て
い
た
。
我
が
国
を
代
表
す
る

指
揮
者
･
外
山
雄
三
の
90
歳
を
祝
う
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
晴
れ
が
ま
し
い
舞
台
に
は
、
前
橋

汀
子
、
清
水
和
音
ら
錚
々
た
る
音
楽
家

た
ち
が
集
ま
っ
た
が
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー

ク
の
「
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
」
よ
り 

第
３
楽

章
を
大
阪
交
響
楽
団
と
共
演
し
、
名
指

揮
者
の
記
念
年
に
華
を
添
え
た
の
が
、

チ
ェ
ロ
奏
者
の
堤 

剛
で
あ
る
。

　

１
９
４
２
年
生
ま
れ
の
堤
は
、
現
在

80
歳
を
超
え
る
が
、
チ
ェ
リ
ス
ト
と
し

て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
味
わ
い
の
あ
る

演
奏
を
聞
か
せ
て
き
た
。
古
典
か
ら
現

堤 剛 80歳記念チェロ・リサイタルReview 川井郁子 ドラマティックコンサートInterview

古
典
か
ら
現
代
作
品
ま
で

幅
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
進
化
を
続
け
る

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

Interview

ピ
ア
ノ 

河
村
尚
子

開
催
さ
れ
る
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
名
手

と
し
て
も
名
高
い
堤
だ
が
、
共
演
す
る

の
は
、ピ
ア
ニ
ス
ト
の
河
村
尚
子
。
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
位
に
輝

き
一
躍
注
目
さ
れ
た
河
村
は
、
以
後
着

実
に
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
、
進
境
著
し
い

音
楽
家
と
し
て
現
在
い
っ
そ
う
円
熟
味

を
増
し
て
い
る
。
共
演
者
の
す
ぐ
れ
た

個
性
を
引
き
出
し
て
い
く
河
村
と
タ
ッ

グ
を
組
み
、
今
回
は
チ
ェ
ロ
の
名
作
ソ

ナ
タ
が
３
曲
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
。

　

ま
ず
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
チ
ェ
ロ
・

ソ
ナ
タ
第
4
番 

ハ
長
調
」
で
は
、
堤
な

ら
で
は
の
格
調
高
い
演
奏
の
魅
力
が
際

立
つ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
Ｒ
．
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
の
壮
麗
な
「
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ 

ヘ

長
調
」、
そ
し
て
モ
ダ
ン
な
響
き
の
中

で
、
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
が
劇
的
な
対
話

を
か
わ
す
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
の
「
チ
ェ

ロ
・
ソ
ナ
タ 

ハ
長
調
」。
チ
ェ
コ
の
作
曲

家
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ー
の
「
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の

主
題
に
よ
る
変
奏
曲
」
は
、オ
ペ
ラ
『
エ

ジ
プ
ト
の
モ
ー
ゼ
』
の
旋
律
を
も
と
に

し
た
４
つ
の
変
奏
が
展
開
す
る
作
品
で
、

ソ
ナ
タ
の
骨
太
の
構
成
と
は
ひ
と
味
違

う
イ
タ
リ
ア
･
オ
ペ
ラ
の
洒
脱
な
魅
力

に
あ
ふ
れ
た
粋
な
一
曲
だ
。

　

内
外
で
活
躍
中
の
作
曲
家
･
権
代
敦

彦
に
よ
る
新
作
に
も
大
き
な
期
待
が
か

か
る
。
堤
は
古
典
作
品
の
確
か
な
解
釈

者
で
あ
る
と
同
時
に
、
か
ね
て
よ
り
現

代
作
品
や
新
作
初
演
に
も
積
極
的
に
と

り
く
ん
で
き
た
。
武
満 
徹
や
細
川
俊

夫
ら
の
チ
ェ
ロ
作
品
は
、
堤
の
名
演
で
、

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え

よ
う
。
独
自
の
音
楽
観
に
根
ざ
し
た
権

代
の
新
作
が
、
堤
に
よ
っ
て
い
か
に
表

現
さ
れ
る
か
。
東
京
、
大
阪
で
開
催
さ

れ
る
今
回
の
ツ
ア
ー
で
世
界
初
演
と
な

る
の
で
、
こ
ち
ら
は
当
日
の
お
楽
し
み

で
あ
る
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

多
彩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
〝
初
の
試
み
〟

お
客
様
の
五
感
を
刺
激
す
る
コ
ン
サ
ー
ト

楽界を代表する重鎮による
進化を見せる記念リサイタル

歳記念
チェロ・リサイタル

堤 

剛
80

T
s

u
t

s
u

m
i

 
T

s
u

y
o

s
h

i

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
非
常
に
珍
し
い
例

で
、
和
楽
器
の
持
つ
パ
ワ
ー
や
飛
翔
感

が
活
か
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
表
現
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
使
用
す
る
和
楽
器
は
、

和
太
鼓
、
尺
八
、
篠
笛
・
能
管
、
箏
、

琵
琶
、
篳
篥
、
笙
、
鼓
で
す
。

―
―
打
楽
器
と
管
楽
器
、
そ
し
て
弦
楽

器
…
ま
さ
に
西
洋
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

同
じ
よ
う
な
編
成
で
す
ね
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
、
古
今
東
西
の
名
曲
と
と

代
ま
で
の
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
誇

り
、
知
的
な
解
釈
に
裏
打
ち
さ
れ
た
至

芸
は
、
き
わ
め
て
高
い
評
価
を
受
け
て

お
り
、
２
０
０
９
年
に
は
秋
の
紫
綬
褒

章
を
受
章
。
ま
た
同
年
、「
天
皇
陛
下
御

在
位
二
十
年
記
念
式
典
」
に
て
御
前
演

奏
を
行
い
、
２
０
１
３
年
に
は
文
化
功

労
者
に
も
選
出
さ
れ
た
。

　

名
演
奏
家
と
し
て
、
さ
ら
に
楽
界
を

代
表
す
る
重
鎮
と
し
て
、
堤
は
ゆ
る
ぎ

な
い
地
位
を
築
い
て
き
た
。昨
今
の
チ
ェ

ロ
界
は
、
横
坂 

源
、
上
野
通
明
を
は
じ

め
、
若
手
の
躍
進
で
活
況
を
呈
し
て
い

る
が
、
こ
う
い
っ
た
好
状
況
は
、
堤
の

よ
う
な
先
達
が
築
い
て
き
た
確
か
な
歩

み
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

　

堤
に
よ
る
待
望
の
リ
サ
イ
タ
ル
が
、

先行予約：11/26（土）　一般発売：11/27（日）先行予約：11/26（土）　一般発売：11/27（日）

©鍋島徳恭

©Marco Borggreve
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特級

特
色
も
こ
れ
だ
け
細
分
化
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
、
多
く
の
こ
と
が
新
鮮
に
感
じ

ら
れ
ま
す
」

　

現
在
、
来
年
の
ド
イ
ツ
留
学
を
目
前

に
、
普
段
は
シ
ュ
ー
マ
ン
や
ブ
ラ
ー
ム

ス
な
ど
の
ド
イ
ツ
作
品
を
中
心
に
勉
強

中
だ
と
い
う
。

　
「
グ
リ
ー
グ
も
ド
イ
ツ
で
勉
強
し
て

い
て
、
ク
ラ
ラ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
の
演
奏

に
接
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
協
奏

曲
も
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
に

冒
頭
部
分
が
と
て
も
よ
く
似
て
い
ま
す

し
、
調
性
も
同
じ
な
ん
で
す
」

　

ド
イ
ツ
作
品
へ
の
興
味
の
広
が
り
と

と
も
に
そ
ん
な
関
係
性
に
も
出
合
っ

た
。

　

２
０
２
０
年
の
ピ
テ
ィ
ナ
の
特
級

フ
ァ
イ
ナ
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
幼
い

頃
か
ら
憧
れ
て
い
た
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の

協
奏
曲 

第
３
番
を
演
奏
し
、
銅
賞
を

獲
得
。
そ
れ
が
翌
年
の
日
本
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
優
勝
へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
と

な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

　
「
ピ
テ
ィ
ナ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で

は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
着
実
に
ク

リ
ア
し
て
ゆ
く
こ
と
で
大
き
く
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
何
と

言
っ
て
も
、
一
緒
に
学
び
、
演
奏
し
て

き
た
仲
間
た
ち
や
先
輩
た
ち
が
今
も
こ

う
し
て
身
近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
一

番
幸
せ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

そ
の
憧
れ
の
先
輩
と
い
う
の
が
、
他

で
も
な
い
、
今
回
共
演
す
る
桑
原
で
あ

り
、
阪
田
だ
。
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
て

き
た
良
き
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、
良
き
同

志
た
ち
が
一
つ
の
舞
台
を
共
有
し
、
演

奏
を
繰
り
広
げ
る
そ
の
姿
を
見
届
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
我
々
聴
衆
と
し

て
も
何
と
幸
せ
な
こ
と
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文　

朝
岡
久
美
子
）

[指揮]藤岡幸夫　[ピアノ]谷 昂登、桑原志織、阪田知樹
[管弦楽]関西フィルハーモニー管弦楽団
------------------------------------------------------------------------------
グリーグ：ピアノ協奏曲 イ短調 op.16（谷 昂登）／シューマン：ピアノ協奏曲 イ短調 
op.54（桑原志織）／ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第1番 嬰ヘ短調 op.1（阪田知樹）
------------------------------------------------------------------------------
2023.5/3（水・祝） 2:00PM 
全席指定　S 6,000円　A 5,000円　B 4,000円　学生 3,500円 （税込） 
[お問い合わせ]一般社団法人全日本ピアノ指導者協会 03-3944-1583
[主催] 一般社団法人全日本ピアノ指導者協会／ザ・シンフォニーホール

特級グランド・コンチェルトInterview

初
挑
戦 

グ
リ
ー
グ 

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
で

ザ・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
デ
ビ
ュ
ー

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

Interview

ピ
ア
ノ 

阪
田
知
樹

ピ
ア
ノ 

桑
原
志
織

あの興奮再び！ 注目のピアニストによる名曲選！

リレーインタビュー

feat. 谷 昂登

グランド・コンチェルト
　

全
日
本
ピ
ア
ノ
指
導
者
協
会
（
ピ

テ
ィ
ナ
）
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
特
級

部
門
の
上
位
入
賞
者
た
ち
に
よ
る
「
特

級
グ
ラ
ン
ド
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
の
第

２
弾
が
、
２
０
２
２
年
に
引
き
続
き

２
０
２
３
年
５
月
３
日
に
開
催
さ
れ

る
。
出
演
は
谷 

昂
登
、
桑
原
志
織
、
阪

田
知
樹
。
こ
の
３
人
の
気
鋭
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
た
ち
が
藤
岡
幸
夫
指
揮
、
関
西

フ
ィ
ル
と
共
演
し
、
三
つ
の
協
奏
曲
が

一
公
演
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　

そ
の
中
で
、
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し

て
登
場
す
る
の
が
谷 

昂
登
だ
。
谷
に

と
っ
て
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の

み
な
ら
ず
、
待
望
の
関
西
デ
ビ
ュ
ー
と

な
る
。

　
「
藤
岡
先
生
や
関
西
フ
ィ
ル
さ
ん
、
素

晴
ら
し
い
共
演
者
の
皆
様
に
恵
ま
れ
、

楽
し
み
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

　

２
０
２
１
年
、
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
勝
を
果
た
し
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
な
話
題
を
さ
ら
っ
た
。
３
歳
か
ら
師

事
し
た
先
生
が
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
で
学

ん
だ
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
幼
い
頃
よ
り
多
く
の
ロ
シ
ア
作
品
に

触
れ
、
学
ん
だ
。
そ
ん
な
谷
も
グ
リ
ー

グ
は
も
と
よ
り
、
北
欧
の
作
曲
家
作
品

に
初
め
て
挑
む
と
い
う
。

　
「
グ
リ
ー
グ
の
協
奏
曲
に
は
北
欧
独

特
の
旋
律
や
舞
曲
的
な
リ
ズ
ム
が
た
く

さ
ん
出
て
き
ま
す
が
、
ロ
シ
ア
の
も
の

と
は
ま
た
違
っ
て
い
て
、
民
俗
音
楽
の

先行予約：11/24（木） 　一般発売：11/27（日）

©Ayustet

撮影：鈴木久美子
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７
月
に
開
催
し
た
デ
ビ
ュ
ー
公
演
以

降
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
ア
ニ
メ
、
映
画

音
楽
を
テ
ー
マ
に
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
公
演
を
重
ね
て
き
た
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ

ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ 

Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ 

Ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ（
以
下
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｂ
）。様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
で
、
す
べ
て
の
音
楽
フ
ァ
ン
に
吹

奏
楽
の
魅
力
を
幅
広
く
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
い
く
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

の
開
館
40
周
年
と
い
う
節
目
に
誕
生
し

た
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｂ
は
、
11
月
、
12
月
と
２
ヶ

月
連
続
、
２
０
２
２
年
最
後
ま
で
、
ド

派
手
に
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
て
い
く

の
で
、
注
目
し
て
ほ
し
い
。

　

11
月
の
テ
ー
マ
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
！

そ
し
て
、〝
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〞
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

レ
ス
ピ
ー
ギ
の
〝
ロ
ー
マ
三
部
作
〞
と

呼
ば
れ
る
交
響
詩
か
ら
「
ロ
ー
マ
の
松
」

よ
り
、
続
い
て
「
ロ
ー
マ
の
祭
り
」
よ

り
主
顕
祭
と
い
う
、
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｂ
な
ら

で
は
の
賑
や
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
。

　

今
回
も
見
ど
こ
ろ
、
聴
き
ど
こ
ろ

が
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
通

で
な
く
て
も
聴
き
馴
染
み
の
あ
る
、
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
「
新
世
界
よ
り
」
第
4

楽
章
、
ビ
ゼ
ー
の
「
ア
ル
ル
の
女
」
で

高
ら
か
な
響
き
を
聴
か
せ
た
あ
と
は
、

ポ
ロ
デ
ィ
ン
の
「
イ
ー
ゴ
リ
公
」
よ
り

ダ
ッ
タ
ン
人
の
踊
り
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の

歌
劇
「
ア
イ
ー
ダ
」
よ
り
凱
旋
行
進
曲

で
、
大
人
数
の
合
唱
が
入
る
。〝
め
っ

ち
ゃ
楽
し
く
〞
そ
し
て
〝
ド
派
手
に
〞

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｂ

ら
し
い
、
規
格
外
、
迫
力
満
点
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
に
期
待
が
高
ま
る
。

　

さ
ら
に
今
回
は
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト 

冨

田
一
樹
の
出
演
も
決
定
し
て
お
り
、
と

て
も
贅
沢
！
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｂ
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
は
欠
か
せ
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
演
出
も
あ
り
、
大
ス

ペ
ク
タ
ク
ル
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
間
違

い
な
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
奏
者
も
お
客

様
も
、
み
ん
な
で
一
緒
に
一
体
と
な
っ

て
大
盛
り
上
が
り
し
た
い
！

[指揮]喜多弘悦　[演奏]The Symphony Hall Super Brass
[ゴスペル]THE SOULMATICS
-------------------------------------------------------------------------------------
ハレルヤ／Ain'ｔ No Mountain High Enough／聖者の行進／永遠／ロッキー
のテーマ／You Raise Me Up／The Place of Availability／ジョイフル 
ジョイフル　ほか
-------------------------------------------------------------------------------------
2022.12/30（金） 3:00PM 
一般 6,600円　18歳以下 3,300円 （税込） ※4歳以上入場可能
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

[指揮]喜多弘悦　[オルガン]冨田一樹
[演奏]The Symphony Hall Super Brass　ほか
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
レスピーギ：交響詩『ローマの松』より／レスピーギ：交響詩『ローマの祭り』より 主顕祭／
ボロディン：『イーゴリ公』より「ダッタン人の踊り」※／ドヴォルザーク：交響曲 第9番「新
世界より」第4楽章／ビゼー：『アルルの女』より「ファランドール」／ヴェルディ：歌劇『ア
イーダ』より 凱旋行進曲※　ほか　※合唱付き
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.11/30（水） 7:00PM 
一般 6,600円　18歳以下 3,300円 （税込） ※4歳以上入場可能
[お問い合わせ]大阪アートエージェンシー 06-6372-4583
[主催]大阪アートエージェンシー

　

２
０
２
３
年
も
間
近
に
迫
る
12
月
30

日
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
年

末
の
華
や
ぎ
に
ふ
さ
わ
し
い
珠
玉
の「
吹

奏
楽
×
ゴ
ス
ペ
ル
」 

公
演
を
お
届
け
す

る
。
吹
奏
楽
を
担
当
す
る
の
は
、
今
年

デ
ビ
ュ
ー
公
演
を
行
っ
た
ば
か
り
の
Ｔ

ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ 

Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ 

Ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ
（
以
下
Ｔ
Ｓ

Ｈ
Ｓ
Ｂ
）。
名
門
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ 

Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ

ｎ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ 

Ｏ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
の

精
鋭
を
中
心
と
し
た
実
力
派
で
、
今
回

は
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
音
楽
総

監
督
と
し
て
も
お
な
じ
み
の
喜
多
弘
悦

が
指
揮
。
そ
し
て
歌
唱
は
、
世
界
的
ゴ

ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
と
し
て
名
高
い
Ｔ
Ｈ

Ｅ  

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
を
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
創
設
者

&
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
池
末
信
に
、
公
演

に
向
け
た
意
気
込
み
や
聴
き
ど
こ
ろ
を

語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

池
末
に
よ
る
と
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
活
動
は
四
半
世
紀
以

上
に
渡
る
と
い
う
。

　
「
私
が
留
学
先
の
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院

か
ら
帰
国
後
、
１
９
９
２
年
頃
に
日
本

の
滋
慶
学
園
グ
ル
ー
プ
の
専
門
学
校
に

て
前
身
団
体
を
立
ち
上
げ
、
１
９
９
７

年
頃
に
卒
業
生
を
中
心
に
本
格
始
動

し
ま
し
た
。
毎
年
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
最

ゴ
ス
ペ
ル
に
は
言
葉
を
超
え
る

チ
カ
ラ
が
あ
る
。そ
れ
は〝
命
の
薬
〟

ま
さ
に〝
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〟に

相
応
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
挑
む
！

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

低
30
曲
以
上
増
や
し
続
け
て
、
現
在
は

５
０
０
曲
以
上
。
五
木
ひ
ろ
し
さ
ん
や

平
井
堅
さ
ん
の
録
音
に
参
加
し
た
り
、

海
外
公
演
を
度
々
行
っ
た
り
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル『
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
』に
出
演
し
た
り
と
、

活
動
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

我
々
は
現
在
、
東
京
、
大
阪
、
福
岡
に

３
つ
の
拠
点
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の

メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
選
り
す
ぐ
り

の
約
80
名
を
連
れ
て
い
き
ま
す
か
ら
、

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

　

一
方
の
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｂ
も
約
80
名
の
大

編
成
を
予
定
。
そ
の
コ
ラ
ボ
へ
の
想
い

や
、
指
揮
者
の
喜
多
の
印
象
を
尋
ね
る

と
。

　
「
こ
れ
だ
け
大
規
模
な
バ
ン
ド
と
共
演

す
る
の
は
初
め
て
な
の
で
、
細
胞
が
活

性
化
す
る
よ
う
な
大
迫
力
の
サ
ウ
ン
ド

で
、
コ
ロ
ナ
か
ら
の
本
格
的
な
復
活
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
出
身
の
喜
多

さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
は
20
年
以
上
に

渡
り
ま
す
が
、
経
営
者
と
し
て
も
、
指

揮
者
と
し
て
も
〝
本
物
〞
を
ご
存
知
で
、

本
当
に
ク
レ
バ
ー
で
カ
ッ
コ
い
い
と
思

い
ま
す
」

　

そ
し
て
予
定
演
目
に
は
、
大
ヒ
ッ
ト

映
画
『
天
使
に
ラ
ブ
・
ソ
ン
グ
を
…
』

か
ら
や「
ロ
ッ
キ
ー
」を
は
じ
め
と
し
た
、

誰
も
が
知
る
名
曲
が
多
数
並
ぶ
。

　
「
我
々
の
公
演
ジ
ョ
イ
フ
ル 

ジ
ョ
イ

フ
ル
は
、
常
に
〝
来
て
い
た
だ
い
た
方
〞

の
た
め
の
も
の
。
わ
か
り
や
す
く
楽
し

い
ゴ
ス
ペ
ル
に
は
言
葉
を
超
え
る
チ
カ

ラ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
〝
命
の
薬
〞
に

な
り
ま
す
。
過
去
の
来
場
者
か
ら
は
、

命
を
絶
と
う
と
し
て
い
た
け
れ
ど
、『
私

は
生
き
て
い
て
い
い
の
で
す
ね
』
と
か
、

『
誰
か
が
待
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
え
ま

し
た
』
と
い
っ
た
感
想
を
数
多
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
お
客
様
に
も
、

終
演
後
に
は
、『
来
年
は
き
っ
と
い
い
年

に
な
る
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
、
全
身
全
霊
の
サ
ウ
ン
ド
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
!!
」

（
取
材
・
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

ブラス de クラシック・
フェスティバル

×THE SOULMATICS ゴスペル
11/30 (水) 7:00PM

12/30 (金) 3:00PMTHE SOULMATICSディレクター 池末 信

指
揮 

喜
多
弘
悦

発売中発売中

ブラス×合唱×プロジェクションマッピング×
パイプオルガンの大スペクタクル！

～cooperate with Osaka Shion Wind Orchestra～

きらびやかな光のアートで
さらに楽しい！

プロジェクションマッピング付き！

年
末
ス
ペ
シ
ャ
ル
は
、国
内
外
で〝
奇
跡
の
歌
声
〟と

称
賛
さ
れ
る
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
と
の
タ
ッ
グ
が
実
現
！

Interview
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　 関 西 の 4 つ の 名 門 オ ー ケ ストラ が

次 々に登 場 する注目シリーズのラスト

を飾るのが、尾高忠明の指揮する大阪

フィルだ！ 

　予定演目もトリにふさわしい堂々たる

選曲で、前半は、ベートーヴェンの交響

曲第5番「運命」を演奏。指揮者と楽団

の緊 密 性が試される難 曲だが、尾 高 &

大阪フィルは、その揺るぎない信頼関係

をしなやかな疾 走 感で 存 分に示してく

れることだろう。

　 そして 後 半 は 、R .シュトラウスの 最

後 の 交 響 詩にあたる「 英 雄 の 生 涯 」を

配置。壮麗なオーケストレーションが魅

力であり演 奏 困 難でもあるが、尾 高の

音 楽 作りは知 的で 緻 密 。大 阪フィルが

名手揃いということもあり、美しい透明

度の高い大伽藍が立ち現れるに違いな

い。

　 創 設 者 の 朝 比 奈 隆から、大 植 英 次 、

井上道義へと受け継がれ、２０１８年か

ら尾高が音楽監督を務める大阪フィル。

朝比奈が築いた太い幹に加味された多

彩な枝葉の茂りの上に、尾高が今咲か

せる大輪の花々をお聴き逃しなく!!

（文　渡辺謙太郎）

Best of Orchestra 
ザ・シンフォニーホール の 4 0 周 年を記 念してシリーズ で

お 届けしてきた「B e s t  o f  O r c h e s t r a 」。大 阪 交 響 楽

団×原田 慶 太 楼によるバーンスタイン、関 西フィル ハーモ

ニー管 弦 楽 団×飯 守 泰 次 郎による盤 石のブルックナー、

日本セン チュリー交 響 楽 団×秋 山 和 慶の 熟 練のフランス

音 楽 が 繰り広げられ 、ザ・シンフォニーホール のファンを

大いに沸か せた。今 号では、いよいよトリを飾る、大 阪フィ

ル×尾 高 忠明の「 英 雄の生 涯 」について紹介する。

ザ・シンフォニーホール開館40周年記念

×関西4オケスペシャルコンサート

大阪フィルハーモニー交響楽団
華麗!! 尾高忠明の緻密な「英雄の生涯」

2023. 1/29（日） 2:00PM _ Vol.4

大阪交響楽団

関西フィルハーモニー管弦楽団

躍動！ 気鋭 原田慶太楼の
バーンスタイン

感動！
飯守泰次郎
渾身のブルックナー

[指揮]原田慶太楼
[ソプラノ]森谷真理　[バリトン]大西宇宙
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
バーンスタイン：交響曲 第1番「エレミア」／ウエスト・サイ
ド・ストーリー「演奏会用組曲」第1番／「ウエスト・サイド・ス
トーリー」より“シンフォニックダンス”　ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

[指揮]飯守泰次郎
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ワーグナー:歌劇「タンホイザー」序曲／ブルックナー:交響
曲 第4番「ロマンティック」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

2022.8/28（日）2:00PM _ Vol.1

2022.10/20（木）7:00PM _ Vol.2

発売中

指
揮 

尾
高
忠
明

公演終了

日本センチュリー交響楽団
円熟！
秋山和慶の
フランス音楽

[指揮]秋山和慶
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベルリオーズ:「ローマの謝肉祭」序曲／ドビュッシー:牧神
の午後への前奏曲／ベルリオーズ:幻想交響曲
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

2022.11/3（木・祝）2:00PM _ Vol.3

公演終了

公演終了

[指揮]尾高忠明
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベートーヴェン：交響曲 第5番「運命」
R.シュトラウス：交響詩「英雄の生涯」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2023.1/29（日） 2:00PM 
S 7,500円　A 6,500円
B 5,500円 （税込） 
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール
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タ
ン
ゴ
に
は
情
熱
的
な
曲
、
哀
愁
を

帯
び
た
曲
な
ど
た
く
さ
ん
の
名
曲
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
名
曲
の
数
々
を
集
め

て
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
編
成
で
行
う
コ
ン

サ
ー
ト
は
あ
ま
り
他
に
な
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　

だ
か
ら
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
「
タ

ン
ゴ
」を
テ
ー
マ
に
企
画
致
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
の
特
徴
を
生
か
し
た
ア
レ

ン
ジ
も
加
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
が
よ
り

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

素
敵
な
ホ
ー
ル
の
響
き
、
ビ
ッ
グ
・

バ
ン
ド
の
元
気
溢
れ
る
演
奏
と
共
に
、

タ
ン
ゴ
な
ら
で
は
の
情
熱
も
込
め
て
お

届
け
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

【
宮
川
真
由
美
／
ピ
ア
ノ
】

　

ジ
ャ
ズ
と
い
う
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
の

上
で
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
、
い
よ
い
よ

全
て
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
一
つ
の
大

き
な
幸
せ
な
世
界
、
真
の
自
由
な
音
楽

表
現
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。

　

西
洋
の
音
楽
理
論
で
学
ん
だ
ド
レ
ミ

フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
は
、
陰
陽
五
行
説
か
ら

も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
今
や
、
ラ
テ

ン
や
フ
ァ
ン
ク
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
５

拍
子
、
７
拍
子
も
、
複
合
拍
子
も
、
中

近
東
や
東
欧
諸
国
の
リ
ズ
ム
も
、
変
拍

子
と
表
現
す
る
の
に
は
、
今
や
違
和
感

を
覚
え
る
ほ
ど
、
躍
動
感
溢
れ
る
グ

ル
ー
ヴ
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ

ズ
と
い
う
ひ
と
つ
の
視
点
か
ら
出
発

し
、
そ
れ
は
宇
宙
的
に
無
限
大
に
、
作

曲
者
、
編
曲
者
、
演
奏
者
が
表
現
で
き

る
自
由
。
リ
ズ
ム
、メ
ロ
デ
ィ
ー
、ハ
ー

モ
ニ
ー
の
３
つ
の
力
が
、
協
調
し
て
響

き
生
み
出
さ
れ
空
間
を
も
越
え
る
音
世

界
を
、
響
く
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
奏
で
ま
す
。

　

今
回
は
、
情
熱
的
な
リ
ズ
ム
や
旋

律
の
魅
力
的
な
タ
ン
ゴ
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

い
ま
せ
。

[ピアノ]シャルル・リシャール＝アムラン
--------------------------------------------------------
《オール・ショパン プログラム》アンダンテ・スピアナートと
華麗なる大ポロネーズ op.22／ピアノ・ソナタ 第2番 変
ロ短調 op.35 「葬送」／24の前奏曲 op.28
--------------------------------------------------------
2022.12/11（日） 2:00PM 
全席指定 5,000円 （税込） 
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

[演奏]The Symphony Hall Big Band
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
リベルタンゴ／ラ・クンパルシータ／想いの届く日／ジェラシー／ポ
ル・ウナ・カベサ／アディオス・ノニーノ／夜のタンゴ／小さな喫茶店
／オブリビオン／真珠採りのタンゴ　ほか
---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2023.3/12（日） 2:00PM 
全席指定 7,500円 （税込） 
[お問い合わせ]大阪アートエージェンシー 06-6372-4583
[主催]ザ・シンフォニーホール

　

あ
た
た
か
い
音
色
が
紡
ぎ
出
す
柔
ら

か
な
音
楽
が
聴
き
手
の
心
に
ダ
イ
レ
ク

ト
に
響
く
。
そ
ん
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
。

　

韓
国
の
チ
ョ
・
ソ
ン
ジ
ン
が
優
勝
し

た
２
０
１
５
年
の
第
17
回
シ
ョ
パ
ン
国

際
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
2
位
入

賞
を
果
た
し
た
。
そ
の
時
点
で
シ
ャ
ル

ル
・
リ
シ
ャ
ー
ル
＝
ア
ム
ラ
ン
の
名
前

を
知
っ
て
い
た
フ
ァ
ン
は
か
な
り
の
ピ

ア
ノ
通
だ
ろ
う
。
２
０
１
４
年
に
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
と

ソ
ウ
ル
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位

入
賞
の
実
績
が
あ
る
も
の
の
、
世
界
的

に
は
ほ
ぼ
無
名
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
大
舞

台
で
い
き
な
り
躍
進
し
た
の
だ
。

　

１
９
８
９
年
７
月
生
ま
れ
の
ア
ム
ラ

シャルル・リシャール＝アムラン ピアノ・リサイタルReview The Symphony Hall Big Band Vol.19 Music Director 菊池寿人 タンゴ・タンゴ・タンゴ！Interview

ビ
ッ
グ・バ
ン
ド
の
元
気
溢
れ
る
演
奏

タ
ン
ゴ
な
ら
で
は
の
情
熱
も
込
め
て

誇
張
の
な
い
自
然
な
表
現
は

人
間
的
な
魅
力
。だ
か
ら
心
に
響
く

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

トランペット 菊池寿人

ピアノ 宮川真由美

ン
は
現
在
33
歳
。
コ
ン
ク
ー
ル
時
は
26

歳
で
、
10
人
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
の
中

で
は
最
年
長
タ
イ
だ
っ
た
。
他
は
８
人

が
１
９
９
８
年
代
生
ま
れ
で
、
優
勝
し

た
チ
ョ
・
ソ
ン
ジ
ン
（
１
９
９
４
年
５

月
生
ま
れ
）
と
は
５
歳
違
い
、
第
５
位

入
賞
の
最
年
少
イ
ー
ケ
・
ト
ニ
ー
・
ヤ

ン
（
１
９
９
８
年
12
月
生
ま
れ
）
と
は

10
歳
違
い
。
メ
デ
ィ
ア
へ
の
受
け
答
え

も
ど
こ
か
大
人
び
て
、「
遅
れ
て
現
れ
た

大
型
新
人
」
の
観
が
あ
っ
た
。　

　

大
器
晩
成
。
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
名

を
上
げ
る
同
世
代
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち

を
尻
目
に
、
母
国
カ
ナ
ダ
で
じ
っ
く
り

音
楽
と
向
き
合
っ
て
き
た
。
日
本
で
の

初
リ
サ
イ
タ
ル
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲

載
さ
れ
た
記
事
に
よ
れ
ば
、
彼
は
他
人

が
自
分
の
演
奏
を
ど
う
感
じ
る
か
を
気

に
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
音

楽
を
自
由
に
作
る
こ
と
を
学
ん
だ
と
い

う
。
彼
自
身
の
音
楽
。
つ
ま
り
彼
の
滋

味
深
い
音
と
誇
張
の
な
い
自
然
な
表
現

は
、
彼
自
身
の
人
間
的
な
魅
力
で
も
あ

る
の
だ
。
だ
か
ら
心
に
響
く
。

　

そ
の
ア
ム
ラ
ン
が
４
年
ぶ
り
に
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
戻
っ
て
く
る
。

リ
サ
イ
タ
ル
は
こ
れ
で
３
度
目
。
い
ず

れ
も
オ
ー
ル
・
シ
ョ
パ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
だ
。
前
回
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ

た
公
演
の
開
催
を
切
望
す
る
大
阪
の

フ
ァ
ン
の
声
に
応
え
て
実
現
し
た
。

　
《
ア
ン
ダ
ン
テ
・
ス
ピ
ア
ナ
ー
ト
と
華

麗
な
る
大
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
》
は
、
も
と
も

と
ピ
ア
ノ
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
に

作
曲
さ
れ
た
協
奏
的
な
作
品
で
、
前
半

の
柔
和
な
ア
ン
ダ
ン
テ
・
ス
ピ
ア
ナ
ー

ト
と
、
後
半
の
技
巧
的
で
華
や
か
な
ポ

ロ
ネ
ー
ズ
の
対
照
が
鮮
や
か
。
ソ
ナ
タ

第
２
番
は
有
名
な
第
３
楽
章
の
葬
送
行

進
曲
だ
け
で
な
く
、
全
４
楽
章
が
短
調

で
始
ま
る
、
深
い
陰
影
が
刻
ま
れ
た
名

作
だ
。
バ
ッ
ハ
を
範
に
１
オ
ク
タ
ー
ヴ

の
す
べ
て
の
長
短
調
で
書
か
れ
た
《
24

の
前
奏
曲
》
は
、
個
別
の
風
景
を
持
つ

24
の
小
品
の
集
合
体
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
ア
ム
ラ
ン
は
本
誌
52
号
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
曲
集
全
体
の
ロ
ジ
カ
ル
な

構
成
に
も
注
目
し
て
い
る
と
述
べ
て
い

る
。
ど
の
曲
で
も
、
絢
爛
な
技
巧
だ
け

で
は
な
い
、
人
間
ア
ム
ラ
ン
の
魅
力
が

心
を
揺
さ
ぶ
る
は
ず
だ
。

　

ま
す
ま
す
順
調
に
キ
ャ
リ
ア
の
質
と

幅
を
広
げ
続
け
る
い
ぶ
し
銀
の
逸
材
の

〝
い
ま
〞
を
聴
き
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
文　

宮
本 

明
）

次 回のT S H  B i g  B a n dは、他ではなかなか 体 感できない“タンゴ ”の名曲づくし！

発売中

アムランの人間的な魅力にも迫る
オール・ショパン・プログラム

シャルル・シャルル・
リシャール＝リシャール＝
アムランアムラン
ピアノ・リサイタルピアノ・リサイタル

　

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ

ｌ
ｌ 

Ｂ
ｉ
ｇ 

Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
（
以
下
Ｔ
Ｓ

Ｈ
Ｂ
Ｂ
）
の
２
０
２
３
年
、
第
１
発
目

の
公
演
が
決
定
！
「
タ
ン
ゴ
・
タ
ン
ゴ
・

タ
ン
ゴ
！
」
と
、
３
度
も
言
い
た
く
な

る
く
ら
い
〝
タ
ン
ゴ
づ
く
し
〞
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
揃
っ
た
。
結
成
か
ら
７
年
目

を
迎
え
、
着
実
に
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て

い
る
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
の
新
境
地
と
は
？

　

今
回
は
バ
ン
ド
を
〝
引
っ
張
る
〞
菊

池
寿
人
と
バ
ン
ド
を
〝
支
え
る
〞
宮
川

真
由
美
に
、
今
回
の
公
演
を
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
。

【
菊
池
寿
人
／
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
】

　

タ
ン
ゴ
は
学
生
の
頃
、
当
時
流
行
っ

て
い
た
イ
ー
ジ
ー
リ
ス
ニ
ン
グ
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
よ
く
聴
い
て
い
た
音
楽

で
、
と
て
も
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ひ
と

つ
で
す
。

　

そ
し
て
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
で
タ
ン
ゴ

と
言
い
ま
す
と
社
交
ダ
ン
ス
の
大
会
、

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
等
、
踊
り
の
伴
奏
と
し

て
演
奏
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す

ね
。

先行予約：11/24（木）　一般発売：11/27（日）

Music Director 菊池寿人
ザ・シンフォニーホール・ビッグ・バンド
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〝
タ
ン
ゴ
の
革
命
児
〞
ア
ス
ト
ル
・
ピ

ア
ソ
ラ
が
愛
し
た
五
重
奏
団（
キ
ン
テ
ー

ト
）
編
成
で
来
年
２
月
に
登
場
す
る
、

日
本
が
誇
る
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
奏
者
・
三

浦
一
馬
。
そ
ん
な
彼
と
、今
回
の
グ
ル
ー

プ
の
要
を
務
め
る
〝
盟
友
ピ
ア
ニ
ス
ト
〞

山
中
惇
史
に
、
20
世
紀
音
楽
の
枠
組
み

を
超
え
て
孤
高
の
道
を
歩
ん
だ
ピ
ア
ン

ソ
ラ
の
音
楽
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い

た
だ
い
た
。

―
―
お
二
人
の
最
初
の
出
会
い
は
？

山
中
　
確
か
２
０
１
６
年
で
、
サ
ッ
ク

ス
の
上
野
耕
平
く
ん
が
参
加
し
た
ユ

ニ
ッ
ト
の
編
曲
を
三
浦
く
ん
が
担
当
し

て
い
て
、
楽
譜
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
ら

凄
く
美
し
く
て
…
こ
の
人
は
タ
ダ
モ
ノ

じ
ゃ
な
い
な
と
思
い
（
笑
）、
そ
れ
で
楽

屋
を
訪
ね
て
話
し
か
け
た
の
が
最
初
で

し
た
。

三
浦
　
彼
は
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
た
だ
漠

然
と
演
奏
す
る
の
で
は
な
く
、
今
何
が

起
こ
っ
て
い
て
何
が
重
要
な
の
か
は
っ

き
り
と
理
解
し
て
い
る
。
新
し
い
曲
を

や
っ
て
も
い
つ
も
そ
れ
が
見
え
て
い
る
。

近
年
は
共
演
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、

山
中
く
ん
が
い
れ
ば
何
が
起
き
て
も
大

丈
夫
っ
て
気
が
し
ま
す
！

―
―
昨
年
が
生
誕
１
０
０
年
、
そ
し
て

今
年
は
没
後
30
年
と
２
年
に
わ
た
っ
て

続
い
た
ピ
ア
ソ
ラ
・
イ
ヤ
ー
も
締
め
く

く
り
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。

三
浦
　
ま
さ
し
く
こ
の
２
年
は
ピ
ア
ソ

ラ
の
作
品
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
り
、

そ
し
て
今
後
を
見
据
え
る
絶
好
の
機
会

で
し
た
。
作
曲
者
で
あ
り
演
奏
者
で
も

あ
る
彼
自
身
が
残
し
た
〝
オ
リ
ジ
ナ
ル
〞

が
素
晴
ら
し
い
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
新
し
い
解
釈
や
テ

イ
ス
ト
を
加
え
る
こ
と
で
発
見
や
、
今

ま
で
に
な
か
っ
た
答
え
を
導
き
出
す
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

山
中
　
僕
自
身
は
三
浦
く
ん
に
出
会
う

ま
で
は
、
有
名
な
〈
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
〉

や
〈
タ
ン
テ
ィ
・
ア
ン
ニ
・
プ
リ
マ
〉

く
ら
い
し
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

彼
と
一
緒
に
い
ろ
ん
な
曲
を
聴
い
た
り

弾
い
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
ピ
ア
ソ

ラ
の
音
楽
に
は
時
代
を
超
え
た
〝
普
遍

性
〞
が
あ
る
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
と
、
和
音
進
行
や
リ
ズ
ム

の
と
り
方
な
ど
し
っ
か
り
と
し
た
〝
型
〞

が
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
を
打
ち
破
る
よ

う
な
予
想
も
つ
か
な
い
作
風
の
曲
も
あ

る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。
特
に
《
タ
ン
ゴ

の
歴
史
》
と
い
う
４
曲
か
ら
な
る
作
品

の
第
４
曲
「
現
代
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

ぶ
っ
飛
ん
で
い
て
、
大
好
き
で
す
。

[バンドネオン]三浦一馬　[ヴァイオリン]石田泰尚
[コントラバス]髙橋洋太　[ギター]大坪純平
[ピアノ]山中惇史
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
悪魔のロマンス／ミケランジェロ70／天使のイントロダクション／
天使のミロンガ　ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2023.2/4（土） 7:00PM 
全席指定 5,500円 （税込） 
[お問い合わせ]Mitt 03-6265-3201
[主催]日本コロムビア／ザ・シンフォニーホール

発売中

三浦一馬
五重奏団
PIAZZOLLA
Standards & Beyond

三浦一馬
＆

山中惇史
スペシャルインタビュー[前編]

©Kiyotaka Saito

山
中
く
ん
が
い
れ
ば
何
が
起
き
て
も

大
丈
夫
っ
て
気
が
し
ま
す
！

―
―
ピ
ア
ノ
か
ら
見
た
、
バ
ン
ド
ネ
オ

ン
と
い
う
楽
器
の
魅
力
っ
て
ど
ん
な
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
か
？

山
中
　
ピ
ア
ノ
に
は
な
い
部
分
が
大
き

す
ぎ
て
、〝
衝
撃
的
〞。
特
に
ピ
ア
ソ
ラ

作
品
で
は
彼
が
表
現
し
た
い
音
そ
の
も

の
と
い
う
か
…
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
で
し
か

出
せ
な
い
味
わ
い
が
圧
倒
的
で
。

三
浦
　
い
つ
も
山
中
く
ん
に
「
ず
る

い
」
っ
て
言
わ
れ
ま
す
（
笑
）。

山
中
　
ピ
ア
ノ
は
良
く
も
悪
く
も
ジ
ャ

ン
ル
を
横
断
で
き
て
、
何
に
で
も
な
れ

る
け
れ
ど
、
例
え
ば
同
じ
「
ド
」
の
音

で
も
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
「
ド
」
は
強
烈
。

ピ
ア
ノ
よ
り
で
き
る
こ
と
が
圧
倒
的
に

狭
い
か
ら
こ
そ
の
音
の
重
み
が
あ
る
。

日
本
の
尺
八
や
篳
篥
の
よ
う
に
、
一
瞬

で
世
界
を
作
れ
る
楽
器
で
す
ね
。

（
取
材
・
文　

東
端
哲
也
）

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
俊
才
が
挑
む

ピ
ア
ソ
ラ
の
伝
統
の
先
に
あ
る
洗
練
さ
れ
た
表
現

に
至
る
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
、
毎

回
各
地
で
完
売
が
続
出
。
会
場
は
拍
手

が
鳴
り
や
ま
な
い
ほ
ど
の
熱
気
に
溢
れ

る
な
ど
、
好
評
を
博
し
て
き
た
。

　

映
画
音
楽
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
る
実
際
の
映
像
と
と
も
に
楽
し
め

る
こ
の
公
演
。
誰
も
が
聴
い
た
こ
と
の

あ
る
名
曲
の
名
旋
律
が
次
々
と
演
奏
さ

れ
る
か
ら
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
一
瞬

も
聴
き
逃
し
た
く
な
い
。

　
『
イ
ン
デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
』
の
高
ら

か
な
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
、
血
沸
き
肉
躍

る
『
ロ
ッ
キ
ー
』
の
テ
ー
マ
、『
グ
レ
ン・

ミ
ラ
ー
物
語
』
の
ス
イ
ン
グ
感
に
あ
ふ

れ
た
ノ
リ
の
い
い
ジ
ャ
ズ
、
映
像
と
共

に
贈
る
『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』、『
慕
情
』、

『
ス
タ
ン
ド
・
バ
イ
・
ミ
ー
』
…
も
ち
ろ

ん
懐
か
し
の
名
曲
だ
け
で
な
く
、『
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
：
イ

ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
』『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』
な

ど
の
〝
あ
の
テ
ー
マ
曲
〞
ま
で
、
幅
広

い
世
代
で
楽
し
め
る
こ
と
も
、
こ
の
公

演
の
魅
力
だ
ろ
う
。

　

ゲ
ス
ト
に
は
、
Ｈ
Ｆ
Ｏ
の
来
日
公
演

で
は
４
度
に
渡
っ
て
ゲ
ス
ト
出
演
し
て

い
る
ビ
リ
ー
・
キ
ン
グ
。
指
揮
は
、
ア

ト
ラ
ン
タ
交
響
楽
団
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

交
響
楽
団
な
ど
、
名
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
客
演
し
、
オ
ペ
ラ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
分
野
で
も
評
価
が
高
い
、
ロ
イ
ド
・

バ
ト
ラ
ー
が
務
め
る
。

[指揮]ロイド・バトラー
[管弦楽]ハリウッド・フェスティバル・オーケストラ
[ゲスト歌手]ビリー・キング
--------------------------------------------------------------------------------

【オードリー・ヘップバーン特集】ティファニーで朝食を／ローマの休日／シャレード 【ジョ
ン・ウィリアムズの世界】E.T.／スーパーマン／インディ・ジョーンズ 【珠玉の名曲集】ひま
わり／風と共に去りぬ／ライムライト／慕情／ニュー・シネマ・パラダイス／ミッション：イン
ポッシブル／ロッキー／タイタニック　ほか
--------------------------------------------------------------------------------
2023.1/6（金） 7:00PM 
S 10,000円　A 8,000円 （税込） 
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

三浦一馬 五重奏団《PIAZZOLLA Standards & Beyond》Interview ハリウッド・フェスティバル・オーケストラ ニューイヤーコンサート！Review

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

Interview

ゲ
ス
ト
歌
手 
ビ
リ
ー・キ
ン
グ

指
揮 

ロ
イ
ド・バ
ト
ラ
ー

バンドネオン 三浦一馬

ピアノ 山中惇史

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
本
場
ア
メ
リ
カ
か
ら
、

ス
タ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
初
来
演
！

発売中

ハリウッド・
フェスティバル・
オーケストラ

ニューイヤーコンサート！
H O L L Y W O O D
F E S T I V A L 
O R C H E S T R A

©Kiyotaka Saito

　

新
年
の
お
祝
い
ム
ー
ド
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
る
よ
う
に
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
の
1
月
は
、
華
や
か
な
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
目
白
押
し
だ
。

１
月
６
日
に
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
ハ
リ

ウ
ッ
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
（
以
下
Ｈ
Ｆ
Ｏ
）
が
、
名
作
映

画
の
名
曲
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
た
っ
ぷ
り

携
え
て
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に

初
来
演
す
る
！

　

Ｈ
Ｆ
Ｏ
は
今
回
で
６
回
目
の
来
日
。

本
場
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
迫
力
満
点
の
演

奏
と
映
画
、
テ
レ
ビ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

【後編は次号へ。プログラムや、公演への意気込みについてをお届けします】
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